
「
筋
骨
」
は
、
両
者
共
同
し
て
外
臓
・
外
肺
の
運
動
と
知
覚
と
を
つ
か

さ
ど
る
。
「
筋
」
は
い
わ
ゆ
る
筋
肉
で
は
な
く
、
お
も
に
運
動
神
経
・
知

覚
神
経
の
こ
と
で
、
脳
に
由
来
し
て
「
筋
」
を
伝
わ
る
一
種
の
パ
ワ
ー

が
「
筋
力
」
で
あ
る
。
ま
た
、
骨
の
「
髄
」
を
伝
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

よ
う
な
も
の
が
「
骨
精
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
骨
の
内
在
し
な
い
外
臓

梅
園
に
あ
っ
て
は
、
「
臓
」
は
肉
の
、
「
脈
」
は
皮
の
別
名
で
あ
る
。

「
内
臓
」
（
心
肺
肝
腎
）
が
内
部
の
肉
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
が
外
部

に
せ
り
出
し
た
も
の
が
「
外
臓
」
（
耳
目
鼻
舌
）
で
あ
る
。
「
外
朏
」
（
手
足

陰
乳
）
が
外
部
の
皮
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
が
内
部
に
め
り
込
ん
だ
も

の
が
「
内
腋
」
（
咽
胄
腸
胖
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
内
外
臓
脈
を
有
機
的
に
相
互
連
関
さ
せ
て
い
る
の

が
「
資
給
経
脈
」
（
Ｉ
資
経
十
資
脈
十
給
経
十
給
脈
）
と
「
筋
骨
」
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
機
能
に
つ
い
て
は
「
賛
語
」
「
身
生
畉
」
の
最
終
稿
本
（
未
完
）

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

梅
園
の
い
う
「
経
」
に
は
、
吸
気
に
由
来
し
人
体
を
衛
護
す
る
「
気
」

が
流
れ
、
「
脈
」
に
は
、
飲
食
物
に
由
来
し
人
体
を
営
養
す
る
「
液
」
が

流
れ
る
。
資
経
・
資
脈
は
心
臓
が
そ
の
気
・
液
を
摂
取
す
る
管
、
給
経
．

給
脈
は
心
臓
が
そ
れ
ら
を
他
の
部
位
に
供
給
す
る
管
で
あ
る
。
主
要
ル

ー
ト
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
資
脈
は
、
肝
臓
↓
門
脈
の
一
部
↓
胃
静
脈
↓

食
道
静
脈
↓
奇
静
脈
↓
冠
状
静
脈
洞
↓
心
臓
（
右
室
）
。
給
脈
は
、
心
臓

（
右
室
）
↓
上
大
静
脈
・
下
大
静
脈
↓
ほ
ぼ
全
身
。
資
経
は
、
肺
↓
ほ
ぼ

全
身
（
肺
か
ら
気
が
漏
出
）
↓
末
端
の
動
脈
↓
下
行
大
動
脈
↓
大
動
脈
弓

↓
上
行
大
動
脈
↓
心
臓
（
左
室
）
。
給
経
は
、
心
臓
（
左
室
↓
総
頚
動
脈

な
ど
↓
外
臓
（
耳
目
鼻
舌
）
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
春
に
来
日
し
た
英
医
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ウ
ァ
ー
．

シ
ッ
ド
ー
ル
に
よ
る
衛
生
指
導
に
つ
い
て
、
中
須
賀
哲
朗
訳
の
「
日
本

陸
軍
病
院
に
関
す
る
報
告
書
」
（
註
１
）
、
「
横
浜
病
院
の
日
記
」
（
註
２
）
、

梅
園
の
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
科
学
的
と
み
る
よ
り
は
形
而
上
学
的
と

評
価
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
自
ら
動
物
解
剖
を
繰
り
返
し
、
当
代

屈
指
の
解
剖
学
者
麻
田
剛
立
と
親
交
も
あ
り
、
『
解
体
新
書
」
な
ど
蘭
学

の
最
新
動
向
へ
の
目
配
り
も
怠
ら
な
か
っ
た
梅
園
で
あ
っ
た
が
、
生
理

学
的
な
考
察
を
進
め
る
う
ち
に
、
つ
い
に
、
こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な

理
論
に
辿
り
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
梅
園
が
前
述

の
二
分
法
の
原
則
に
固
執
し
過
ぎ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

一
八
世
紀
に
お
け
る
漢
蘭
双
方
の
医
学
史
の
脈
絡
を
十
分
考
慮
し
つ

つ
、
今
後
さ
ら
に
、
「
身
生
畉
」
の
最
終
稿
本
か
ら
遡
っ
て
、
梅
園
旧
宅

に
保
存
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
医
学
関
係
自
筆
稿
本
類
を
丹
念
に
解
読
し

て
い
く
な
ら
ば
、
梅
園
が
前
述
の
よ
う
な
袋
小
路
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

原
因
が
、
具
体
的
に
検
証
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
梅
園
の
、
医
史
学
的
に
い
っ
そ
う
厳
密
な
客
観
的
評
価
も
可

能
と
な
ろ
う
。
そ
れ
が
筆
者
の
目
下
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
平
成
五
年
十
月
例
会
）

（
耳
目
鼻
舌
）
へ
は
、
前
述
の
給
経
を
通
っ
て
伝
わ
る
と
さ
れ
る
。

Ｊ
・
Ｂ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
の
衛
生
指
導

II!

西
淳
朗
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「
東
京
大
病
院
の
日
記
」
（
註
３
）
か
ら
、
排
水
と
感
染
性
廃
棄
物
の
問
題

を
抽
出
し
考
察
を
加
え
た
。

一
、
排
水
問
題
。
横
浜
の
太
田
陣
屋
病
院
が
低
地
に
あ
る
た
め
、
院

内
中
央
通
路
と
病
棟
連
絡
路
脇
の
下
水
が
流
れ
ず
、
病
院
賄
方
の
関
係

者
に
掃
除
等
を
行
わ
し
め
た
が
、
不
十
分
で
シ
ッ
ド
ー
ル
を
い
ら
だ
た

せ
た
。
陣
屋
使
用
か
ら
一
カ
月
た
っ
て
や
っ
と
人
足
を
雇
用
す
る
有
様

で
、
第
三
病
棟
の
東
外
れ
の
井
戸
水
が
流
れ
な
く
な
っ
て
、
急
遼
、
大

岡
川
へ
流
す
新
た
な
地
下
排
水
溝
を
新
設
し
た
。

し
か
し
、
賄
方
も
職
分
が
異
る
の
で
掃
除
を
い
や
が
っ
た
よ
う
で
、

二
ヵ
月
目
に
新
対
策
を
た
て
、
各
藩
雇
用
の
水
夫
、
賄
方
の
下
働
き
、

雇
用
人
足
等
六
十
人
近
い
人
員
で
下
水
掃
除
と
塵
芥
除
去
作
業
を
毎
川

さ
せ
る
こ
と
と
し
、
布
告
で
命
令
と
な
し
た
。

こ
れ
で
一
応
の
対
策
と
運
営
は
成
功
し
、
シ
ッ
ド
ー
ル
も
喜
ん
だ
が
、

下
水
は
大
岡
川
河
口
近
く
か
ら
海
に
直
接
流
れ
る
方
式
で
余
り
衛
生
的

と
は
申
せ
ず
、
塵
芥
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
運
ん
で
処
理
し
た
か
は
不
明

で
あ
る
。

二
、
感
染
性
廃
棄
物
。
十
月
十
八
日
の
横
浜
（
軍
陣
）
病
院
の
閉
鎖
に

よ
り
、
東
京
大
病
院
は
約
一
九
○
人
の
転
院
患
者
を
迎
え
、
こ
の
問
題

が
急
に
浮
上
し
た
。
即
ち
、
院
内
各
所
に
穴
を
ほ
り
、
そ
こ
へ
血
の
つ

い
た
包
帯
、
脱
脂
綿
等
を
投
げ
捨
て
て
い
る
の
を
見
た
シ
ッ
ド
ー
ル
は
、

衛
生
法
の
あ
ら
ゆ
る
規
則
に
反
す
る
か
ら
、
確
た
る
対
策
を
た
て
る
ま

で
回
診
サ
ボ
タ
ー
シ
ュ
、
診
療
制
限
を
す
る
と
抗
議
し
て
い
る
。
そ
こ

で
病
院
側
は
、
和
泉
橋
と
新
シ
橋
の
間
の
神
田
川
北
岸
（
病
院
の
南
側
）

に
塵
芥
捨
場
を
作
り
、
処
理
監
視
に
軍
役
人
を
お
き
、
船
に
て
塵
芥
を

運
ぶ
仕
事
を
外
注
し
た
。

新
政
府
は
、
シ
ッ
ド
ー
ル
が
口
う
る
さ
く
申
立
て
る
の
で
、
と
に
か

く
船
で
遠
く
へ
運
べ
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
湾
沖
に
捨
て
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
策
を
施
行
し
た
あ
と
も
、
壊
疽
（
ガ
ス
壊
疽
？
）
や
丹

毒
が
院
内
で
発
生
し
た
と
彼
は
報
告
書
で
の
べ
て
い
る
。

シ
ッ
ド
ー
ル
の
来
日
二
年
前
の
一
八
六
六
年
に
英
国
で
は
第
四
回
目

の
コ
レ
ラ
大
流
行
が
あ
り
、
一
八
四
八
年
に
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
公
衆

衛
生
法
が
成
立
し
て
い
た
が
、
不
完
全
な
法
律
で
あ
っ
た
こ
と
が
後
の

二
回
の
大
流
行
で
立
証
さ
れ
、
シ
ッ
ド
ー
ル
も
公
衆
衛
生
に
神
経
を
と

が
ら
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
前
述
の
如
き
忠
告
や
ら
抗
議

に
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
〃
地
域
と
疾
病
〃
と
い
う
意
識
が
当
時
の
日
本

人
の
中
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
清
潔
で
な
い
こ
と
」
の
社
会
的
意
義
が
理

解
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
不
潔
と
い
う
言
葉
は
、
維
新
以
前
で
も
地
方
の
蘭
方
医
も

用
い
て
い
た
（
註
４
）
の
で
、
へ
ボ
ン
著
「
和
英
語
林
集
成
」
の
初
版
（
一

八
六
七
年
）
に
〃
不
潔
″
と
い
う
語
が
な
く
五
年
後
の
第
二
版
に
登
場
し

て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
不
潔
と
い
う
術
語
は
、
戊
辰
戦
争
を
へ
て

数
年
以
内
に
一
般
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ッ
ド
ー
ル
の
衛
生
指
導
は
、
当
時
の
日
本
人
に
は
む
ず
か
し
す
ぎ

て
伝
達
し
な
か
っ
た
が
『
不
潔
と
い
う
術
語
が
一
般
化
す
る
の
に
は
役

立
っ
た
も
の
と
思
惟
す
る
。

註
１
、
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ッ
ィ
・
中
須
賀
哲
朗
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕

末
維
新
」
三
四
六
頁
・
中
央
公
論
社
。
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い
っ
し
ょ
に
精
神
科
医
療
史
研
究
会
を
運
営
し
て
い
る
吉
岡
眞
二
が

入
手
し
た
「
癩
狂
主
方
下
気
円
」
引
き
札
の
文
章
を
よ
ん
で
い
く
と
、

「
余
が
あ
ら
は
す
所
の
樋
燗
狂
経
験
編
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
土
田
獣
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

中
神
琴
溪
の
「
生
生
堂
医
談
」
は
一
七
九
六
年
に
で
て
お
り
、
日
本

で
最
初
の
械
澗
狂
専
門
害
「
臓
墹
狂
経
験
編
』
は
一
八
一
九
年
の
出
版

で
、
一
八
○
○
年
前
後
に
廠
墹
狂
へ
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
土
田
の
経
歴
は
、
「
自
序
」
に
、
陸
奥
の
田
舎
に
う
ま
れ
、
江
戸

に
遊
学
の
あ
と
諸
国
を
め
ぐ
り
、
土
田
氏
を
つ
ぎ
官
に
つ
い
た
、
な
ど

あ
る
こ
と
の
ほ
か
不
明
で
あ
る
。
経
験
例
六
○
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
お

よ
び
周
辺
の
人
だ
が
、
一
人
奥
州
二
本
松
百
目
木
村
（
現
岩
代
町
）
の
人

が
い
る
こ
と
か
ら
、
寺
山
晃
一
は
、
そ
の
あ
た
り
の
出
身
で
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。
『
呉
氏
医
聖
堂
叢
書
」
復
刻
の
も
の
で
著
者
は
「
陸
奥

達
山
土
田
献
翼
卿
」
と
あ
る
が
、
わ
た
し
た
ち
が
い
ま
み
る
こ
と
が
で

132

『
痛
病
狂
経
験
編
』
の
著
者
土
田
獄
に
よ
る
下
気
円
引
き
札

Ⅱ
本
医
史
学
雑
誌
第
十
七
巻
附
録
・
恩
文
閣
復
刻
版
・
昭
和
十
九
年
。

同
誌
第
十
六
巻
附
録
・
思
文
閣
復
刻
版
・
昭
和
十
八
年
。

正
橋
剛
二
・
「
方
意
便
蒙
』
・
医
諏
復
刊
六
四
号
一
頁
・
一
九
九
三
年

五
月
。

（
平
成
五
年
十
一
月
例
会
）

li'1

lll

jlij

雄

き
る
森
本
で
は
「
奥
州
土
田
獄
翼
卿
」
と
だ
け
あ
る
（
刊
本
に
二
種
あ
っ

た
か
）
。
「
達
山
」
と
い
え
ば
二
本
松
に
ち
か
い
安
達
太
良
山
が
う
か
ぶ
。

土
田
は
鰯
澗
狂
を
顯
狂
（
狂
気
）
、
癒
澗
（
鰯
ｌ
て
ん
か
ん
、
澗
Ｉ
ヒ
ス

テ
リ
か
）
と
総
論
で
は
わ
け
て
い
る
が
、
山
田
照
胤
が
す
で
に
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
経
験
例
の
記
載
は
こ
れ
と
あ
わ
な
い
。
「
発
願
」
と
あ
る

例
と
「
発
狂
」
と
あ
る
例
と
が
、
ほ
と
ん
ど
同
内
容
の
も
の
も
あ
る
。

全
体
と
し
て
は
、
願
で
は
不
安
・
抑
う
つ
状
態
、
て
ん
か
ん
が
お
お
く
、

狂
で
は
興
奮
状
態
が
お
お
い
。

狂
気
の
主
方
は
下
気
円
で
あ
る
が
、
単
方
の
も
の
、
大
柴
胡
加
香
附

湯
、
大
柴
胡
加
香
附
黄
蓮
湯
な
ど
と
の
併
用
が
お
お
い
。
願
墹
の
主
方

は
消
毒
煉
と
半
夏
潟
心
湯
な
ど
と
の
併
用
で
あ
る
。
土
田
は
下
気
円
、

丹
砂
円
、
消
毒
煉
を
製
し
た
と
称
す
る
が
、
丹
砂
円
の
使
用
例
は
の
っ

て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
三
薬
の
処
方
内
容
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
の
引
き
札
は
下
気
円
の
効
能
を
の
べ
、
あ
と
に
「
棚
澗
主
方
消

毒
煉
」
に
つ
き
す
こ
し
の
べ
て
い
る
。
最
後
に
「
文
政
辛
巳
春
再
刻
」

と
あ
り
、
一
八
二
一
年
の
も
の
で
あ
る
。
途
中
に
は
「
文
化
庚
午
の
は

る
よ
り
、
十
年
来
余
、
み
る
所
の
も
の
は
千
余
人
」
と
あ
り
、
下
気
円

な
ど
の
処
方
を
え
た
の
が
一
八
一
○
年
と
察
せ
ら
れ
る
。

「
肝
症
と
は
獺
狂
を
い
ふ
〔
中
略
〕
そ
の
は
じ
め
お
こ
る
、
気
さ
へ
て

ね
む
り
が
た
く
、
も
の
ご
と
に
う
た
が
ひ
ふ
か
く
、
わ
く
〆
、
と
し
て

心
さ
だ
ま
ら
ず
、
或
は
ふ
さ
ぎ
つ
よ
く
、
時
と
し
て
お
ど
ろ
き
お
び
へ
、

あ
る
ひ
は
気
せ
ま
り
、
又
は
ひ
と
り
ご
と
い
ひ
て
、
か
な
し
み
、
わ
ら

と
ま
ど

ひ
、
い
か
り
、
あ
る
い
は
、
も
く
ノ
‐
、
と
し
て
も
の
い
は
ず
、
戸
梶
を

と
ぢ
て
、
ひ
と
り
お
ら
ん
と
し
、
人
と
も
の
い
ふ
こ
と
な
く
、
又
は
め
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